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長
　
　
講
吉
備

　
ド
バ
ー
海
峡
を
挾
ん
で
今
を
鋤
の
英
猫
抗
磐
、
全
世
界
の
耳
目
を
摯
げ
て

管
粥
　
せ
る
…
封
英
上
陸
作
購
摺
に
蹟
門
中
さ
れ
つ
㌦
あ
る
際
、
褐
逸
の
ア
イ
レ
・
目
畠

國
に
鋤
す
る
外
交
工
作
　
　
ア
イ
レ
自
・
田
國
の
嚇
趨
こ
そ
は
世
界
史
の
將
來

を
決
す
る
｝
要
因
と
考
へ
ら
れ
、
花
々
し
く
藩
隔
紙
上
を
賑
は
し
た
事
で
あ

る
。
地
理
的
に
は
大
英
帝
國
の
顕
麟
中
趨
を
形
成
す
べ
き
と
思
は
れ
る
既
の

鯛
の
行
動
は
亘
轍
奇
な
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
・
．
消
し
之
を
継
史
的

に
見
る
な
ら
ば
そ
の
根
ざ
す
庭
は
愈
々
潔
い
。

　
時
限
も
身
魂
の
嘗
宿
に
し
て
西
洋
近
繰
史
の
嫉
威
た
る
著
者
に
よ
っ
て
本

流
n
の
・
公
刊
を
見
た
事
は
時
及
び
そ
の
人
の
塞
に
宜
し
き
を
得
た
・
も
の
と
云
ふ

べ
く
、
殊
に
著
薪
は
昨
年
華
甲
の
瀞
辰
を
迎
へ
ら
れ
後
陣
嬉
嬰
礫
と
し
て
健

筆
を
揮
は
れ
て
る
る
審
は
我
々
同
伴
の
奢
に
と
っ
て
も
非
常
な
喜
び
で
あ
る

と
共
に
心
強
さ
を
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。

　
木
幡
は
「
イ
ソ
グ
ジ
ソ
ド
と
ア
イ
ル
ラ
y
ド
と
の
關
係
の
上
に
親
た
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
．
雁
史
」
を
路
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
皿
．
肖
由
…
國
の
生
じ
た
由
來
篇

が
極
め
て
手
際
よ
く
蒙
と
め
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
即
ち
イ
ン
グ
ラ
凱
ド

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
鉦
服
以
送
達
内
問
題
殊
に
英
雄
憲
政
史
上
に
膨
大
な
る
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
は
切
り
離
さ
れ
た
縫
搾
致
治
悶
題
と
し
て
は
支
配
蒋
と
鍍

支
醜
濟
の
闘
磐
で
あ
り
、
趣
然
た
る
宗
教
開
　
麺
と
し
て
は
瓢
腫
の
異
教

新
湾
…
晒
教
徒
の
鶴
剋
で
あ
り
、
純
纒
濟
問
題
と
し
て
は
搾
坂
階
級
と
鼓
搾
取

階
級
と
の
劉
立
と
し
て
分
析
的
に
把
握
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
本
問
題
が
英
國

内
政
の
癌
と
云
は
れ
る
勝
以
の
・
も
の
は
既
等
の
中
ど
れ
一
つ
で
も
容
易
な
ら

ざ
る
に
具
膿
的
な
歴
、
史
の
上
で
は
繁
藤
の
闘
磐
、
相
遡
、
獅
立
が
問
時
存

在
的
複
合
出
動
を
と
2
・
來
た
が
故
に
、
更
に
人
種
的
偏
見
す
ら
が
竣
は
つ

㎡、

c
開
－
そ
來
た
所
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
2
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入
の
額

韮
は
…
単
な
る
宗
教
上
の
緩
利
、
亦
翠
な
る
土
地
問
題
の
解
決
に
よ
り
滴
足
さ

れ
る
讐
は
な
く
結
局
向
ふ
所
は
完
全
、
な
る
自
治
で
あ
り
、
自
由
國
の
設
立

で
あ
っ
た
．
．
既
の
目
的
に
向
？
、
合
法
的
に
は
議
會
を
通
じ
、
罪
合
法
的
に

は
鮮
撫
を
以
て
闘
っ
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
木
見
十
節
の
内
容
も
亦
自
ら
既

の
闘
鈴
の
纒
史
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
岡
時
に
之
は
災
國
の
弱
鼎
を
示
す

も
の
で
あ
り
英
國
の
激
の
必
ず
漕
封
ず
る
所
で
あ
っ
た
9
ア
イ
ル
ラ
y
ド
瑚

題
が
履
み
・
純
綿
内
の
悶
題
を
趨
え
た
所
以
概
亦
空
所
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

ハ、

ﾃ
乱
読
國
が
臨
國
と
駿
を
交
ふ
る
場
合
に
、
佛
義
挙
革
命
致
府
ナ
ポ
レ
オ
ン

及
び
北
米
合
衆
國
等
よ
り
の
難
解
攻
撃
は
常
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
向
け
ら
れ

た
榛
史
．
の
如
～
＼
猫
逸
海
軍
の
η
途
は
、
聯
巾
に
ア
イ
ル
ジ
ン
ド
に
存
し
、
且

つ
鶴
逸
の
策
略
は
、
ア
イ
ル
・
γ
ン
ド
の
英
國
に
封
ず
る
反
抗
を
準
用
す
る
に

存
し
た
が
故
に
：
…
、
…
（
九
〇
績
、
）
な
る
第
一
次
駄
馬
大
凶
の
際
の
條
々
は
畔

濁
に
鑑
み
最
も
興
味
潔
く
讃
触
れ
た
の
で
あ
る
。

　
實
に
一
丸
の
動
向
を
決
す
る
も
の
は
現
在
的
鰹
濟
問
題
も
さ
る
事
な
が
’

ら
、
茅
、
の
國
の
駈
砥
史
．
駒
背
枯
晶
が
口
慣
大
な
瀕
扁
畷
甲
を
持
つ
事
を
血
心
れ
て
は
な
ら
な

い
。
外
交
の
饗
訣
は
か
㌦
る
7
1
鵠
の
を
繍
り
柑
手
に
お
の
が
じ
し
志
を
途
げ
し

め
な
が
一
5
同
時
に
之
を
利
揺
す
る
・
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
本
君
の
如

き
書
が
今
後
ど
し
く
公
に
さ
れ
、
世
の
有
識
指
導
譜
階
級
を
蘇
張
せ
ん
事

を
墓
む
も
の
切
な
る
も
の
が
あ
る
難

（エ1粉

介
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紹

介

櫨
埋
二
ふ
「
編
ハ
巷
　
　
櫨
謝
篇
號
　
　
　
瓢
一
鷺
八

猶
序
で
な
が
ら
、
、
最
近
黒
ん
だ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
興
す
る
外
二
二
と
し
て

｝
●
涛
貯
O
無
智
コ
”
い
．
ぐ
欝
謬
飢
Φ
（
O
O
嵩
Φ
o
餓
O
謬
》
『
ヨ
麟
欝
伽
6
0
H
ぎ
窺
ひ
笥
O

囲
馨
い
）
が
あ
る
が
本
書
は
歴
史
よ
り
も
、
講
書
に
於
て
比
較
的
手
薄
と
思
は

れ
た
舗
旧
駈
糠
ち
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
業
・
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
瑚
』
的
燦
鰹
ナ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
，
肖
曲
國
を
と
り
ま
く
最
近
迄
の
暴
騰
關
係
等
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
親
勢
を
主
鵬
と
し
た
書
物
で
あ
り
、
良
心
的
に
書
か
れ
た
書
た
る
事
を

認
め
る
の
で
あ
る
．
）
叙
上
二
駅
の
和
洋
の
書
物
を
以
て
す
れ
ば
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
肖
宙
國
の
解
明
は
殆
ん
ど
完
ぎ
に
近
き
粥
と
患
は
れ
る
。
敢
て
江
湖
に
薦

む
る
次
第
で
・
あ
る
。
（
弘
文
堂
版
行
、
五
〇
義
）
〔
豊
田
蜷
〕

翻
O
二
二
ρ
離
三
門
黙
O
奪
O
噌
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む
○
。
圃
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酔
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冨
僧
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O
コ
巴
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O
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二
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同
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簿
ψ
酔
昌
鐵
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O
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O
昌
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鐵
潜
糎
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U
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ぴ
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（
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昌
導
び
ご
¢
謬
貯
O
騒
騨
網
団
塊
O
器
・
回
り
薩
O
し

　
著
藩
は
い
ふ
、
「
．
何
れ
の
火
陸
に
も
國
境
…
悶
題
が
あ
る
聾
有
敷
に
こ
れ
を
解

決
す
る
に
は
須
ら
く
早
和
的
手
段
に
よ
る
べ
き
だ
」
と
。
塞
に
國
象
の
あ
る

と
こ
ろ
必
ず
國
境
が
あ
り
、
國
鏡
の
あ
る
と
こ
ろ
必
ず
こ
れ
を
纏
っ
て
係
．
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

が
あ
る
Q
ア
ジ
ア
に
は
沸
鞠
ソ
の
期
境
岡
題
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ド
イ

ツ
を
中
心
と
し
て
多
く
の
茅
、
れ
が
中
の
る
○
北
側
不
に
は
く
ロ
瀞
｛
猟
四
、
カ
ナ
ダ
の
賭
附

詣
晶
四
か
屯
の
り
、
　
剛
堅
濯
い
じ
げ
も
ペ
　
ル
i
、
　
一
プ
リ
i
、
　
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ゾ
の
繍
闘
鱒
伽
ル
出
継
城
っ

て
即
事
が
あ
る
○
更
に
欝
、
激
多
く
の
悶
題
が
世
界
の
沓
地
に
秘
め
ら
れ
て

あ
る
。
か
・
る
國
境
悶
題
は
將
來
も
爾
、
地
球
上
に
里
家
の
存
附
す
る
限
り

絶
え
る
こ
と
の
な
い
㈹
題
で
あ
る
。
こ
の
國
境
の
沿
草
を
察
し
、
そ
の
な
す

薩
能
を
磯
て
、
更
に
そ
れ
に
か
ら
ま
る
問
題
を
論
じ
、
甦
ん
で
そ
れ
に
解
決

の
鍵
を
興
へ
ん
と
し
た
の
が
本
塁
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
闘
四
務
省
…
の
地
理
鰍
ナ
岩
で
あ
る
臣
者
岩
が
　
昨
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

字
に
於
け
る
自
ら
の
講
義
…
、
現
代
地
理
撃
の
諸
問
題
〕
を
潤
行
し
た
も
の
、
こ

の
講
義
が
時
局
的
示
唆
に
富
む
が
敏
に
敢
て
繊
版
し
て
江
湖
に
問
う
た
と
い

ふ
◎　

第
一
章
、
館
二
章
に
於
て
は
難
境
の
意
義
を
述
べ
機
能
を
論
じ
て
本
書
の

緒
論
と
な
し
て
み
る
○
第
三
、
第
四
章
に
於
て
は
本
激
目
の
中
心
閥
題
を
な
す

べ
・
ぎ
ム
ロ
搬
國
、
カ
ナ
ダ
の
…
図
境
を
説
く
。
細
備
蹴
轟
早
よ
・
り
第
テ
五
轟
皐
に
亙
っ
て

は
南
米
、
ヨ
…
縫
ッ
パ
、
ア
ァ
リ
ヵ
、
ア
ジ
ア
、
各
大
陸
に
於
け
る
こ
の
問

題
に
瞥
見
を
豊
門
へ
て
前
者
と
の
死
較
に
資
し
、
更
に
水
上
に
於
け
る
國
境
に

ま
で
雷
及
し
て
み
る
。
最
後
の
第
テ
一
章
に
於
て
は
…
國
境
問
題
の
塑
騨
的
解

決
策
を
論
じ
て
回
書
の
結
論
に
代
へ
て
る
る
G
樹
ほ
、
附
録
に
は
世
界
各
國

の
國
境
の
長
さ
の
表
、
合
衆
繊
凹
、
カ
ナ
ダ
國
境
に
關
す
る
外
交
文
書
等
が
載

せ
ら
れ
て
あ
る
。
東
距
に
、
西
湖
…
に
、
風
雲
急
を
告
げ
、
國
境
の
無
韻
が
藩

着
倒
行
に
移
さ
れ
つ
㌧
あ
る
今
日
、
か
㌧
る
本
書
が
糧
に
詮
ら
れ
た
こ
と
は

興
味
潔
い
。

　
本
書
の
個
々
の
章
に
甥
す
る
批
評
は
響
く
之
を
措
く
が
、
全
勝
に
践
っ
て

之
を
逼
槻
す
る
に
ど
こ
か
厚
薄
さ
が
あ
る
．
、
國
境
の
長
さ
と
國
の
爾
積
と
の

比
を
表
示
し
、
或
は
入
口
と
の
比
寧
を
求
め
て
、
そ
の
軍
事
的
役
調
を
論
じ

て
み
る
あ
た
り
、
ズ
ー
バ
ン
の
地
珊
的
蟹
力
商
の
方
法
を
思
は
せ
る
。
か
」

る
方
法
は
國
境
問
題
に
…
封
し
て
は
多
大
の
示
竣
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
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